
福
井
の
戦
国 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

龍
泉
寺

応安元（1368）年に通
つうげんじゃくれい

幻寂霊によって開かれた寺。
府中領主であった本多家の菩提寺であり、 本

ほん
多
だ

富
とみまさ

正
以来歴代の領主とその家族が葬られています。

【住所】越前市深草１丁目１０−３ （ JR 武生駅より徒歩 15 分）
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関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
越
前
の
地
を

治
め
た
福
井
藩
祖
、
結ゆ

う
き城
秀ひ

で
や
す康
。

秀
康
に
仕
え
、
家
中
の
万
事
を
司
っ
た
重

臣
と
し
て
「
万
端
の
用
人
」
と
ま
で
称
さ

れ
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
府
中
領
主
の
本

多
富
正
で
す
。

　

本
多
富
正
は
、
元
亀
３
（
１
５
７
２
）

年
、
三
河
国
（
愛
知
県
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
14
歳
の
時
よ
り
結
城
秀
康
に
仕
え
、

九
州
島
津
征
伐
、
小
田
原
北
条
征
伐
な
ど

多
く
の
戦
い
で
功
績
を
残
し
ま
す
。
そ
し

て
、
慶
長
６
（
１
６
０
１
）
年
、
秀
康
の

越
前
封
入
に
伴
い
府
中
領
主
と
な
り
ま
し

た
。
富
正
は
、
現
在
の
越
前
市
役
所
周
辺

に
館
を
構
え
、
日
野
川
の
治
水
工
事
や
町

用
水
・
道
路
の
整
備
、
館
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
優
れ
た
内
政
能
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　

慶
長
20
（
１
６
１
５
）
年
、
大
坂
夏
の

陣
が
勃
発
。
福
井
藩
は
、
５
月
６
日
の
戦

い
で
徳
川
方
の
兵
に
加
勢
を
せ
ず
、
徳と

く
が
わ川

家い
え
や
す康
か
ら
「
昼
寝
を
し
て
い
た
の
か
」
と

叱
責
さ
れ
ま
す
。
翌
日
、
富
正
は
、
藩
主

松ま
つ
だ
い
ら平
忠た

だ
な
お直
の
気
持
ち
を
思
い
、
討
死
す

る
覚
悟
で
、
先
陣
の
命
を
受
け
て
い
た
加

賀
藩
に
先
駆
け
て
、
真さ

な
だ田
信の

ぶ
し
げ繁
率
い
る
軍

勢
に
攻
め
入
り
ま
し
た
。
見
事
、
真
田
軍

を
撃
破
し
た
富
正
は
、大
坂
城
内
へ
突
入
。

塀
を
登
り
、「
天
下
一
番
乗
り
は
、
越
前

の
先
手
本
多
富
正
な
り
。
敵
も
味
方
も
確

か
に
聞
け
」
と
叫
ん
だ
と
い
い
ま
す
（『
本

多
家
譜
』）。
富
正
は
、
本
丸
一
番
乗
り
の

証
拠
に
、
千
鳥
の
屏
風
、
千
畳
敷
の
大
床

張
付
の
絵
４
枚
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
大

坂
城
一
番
乗
り
の
偉
勲
を
受
け
、幕
府
は
、

福
井
藩
か
ら
独
立
し
て
大
名
に
な
る
こ
と

を
勧
め
ま
し
た
が
、
富
正
は
「
自
分
は
主

君
・
秀
康
公
に
終
生
忠
誠
を
尽
く
し
た
い
」

と
断
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（『
本

多
家
譜
』）。

　

本
多
富
正
が
残
し
た
足
跡
の
一
つ
に
、

俵た
わ
ら

屋や

宗そ
う
た
つ達
に
よ
る
「
西
行
物
語
絵
巻
」（
重

要
文
化
財
、
出
光
美
術
館
蔵
）
の
模
写

本
の
制
作
が
あ
り
ま
す
。
富
正
が
依
頼

し
、
烏か

ら
す
ま
る
み
つ
ひ
ろ

丸
光
廣
（
公
家
で
、
当
代
一
流
の

文
化
人
）
が
天
皇
所
持
の
絵
巻
を
借
り
出

し
監
修
を
し
た
世
紀
の
大
企
画
で
し
た
。

宗
達
が
絵
を
、
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た

光
廣
が
詞
書
を
担
当
し
て
、
約
10
年
余
の

年
月
と
莫
大
な
費
用
を
か
け
た
絵
巻
の
制

作
。
こ
の
大
事
業
を
光
廣
に
依
頼
し
た
の

は
、富
正
が
仕
え
た
結
城
秀
康
の
未
亡
人
、

鶴つ
る
こ子
が
光
廣
の
妻
と
な
っ
て
い
た
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
、
主
君
へ

の
忠
義
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
多
富
正
は
、慶
安
２（
１
６
４
９
）年
、

78
歳
で
没
す
る
ま
で
、
忠
直
、
忠た

だ
ま
さ昌
、

光み
つ
み
ち通
に
至
る
４
代
の
藩
主
に
仕
え
、 

約
半

世
紀
に
わ
た
り
、
福
井
藩
を
支
え
続
け
ま

し
た
。
富
正
が
死
去
し
た
と
き
、
福
井
藩

は
「
国
中
、
父
母
を
失
っ
た
か
の
如
し
」

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。富
正
は
、

福
井
の
万
事
を
司
っ
て
い
た
ま
さ
に
「
万

端
の
用
人
」
だ
っ
た
の
で
す
。

徳と

く

が

わ川
家い

え

や

す康
が
信
頼
し
た

「
万
端
の
用
人
」、

本ほ

ん

多だ

富と

み

ま

さ正

本多富正像
（藤垣神社蔵）

千鳥の屏風（右隻）
（藤垣神社蔵・越前市武生公会堂記念館寄託）
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